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＜病棟連絡事項＞

・本日第3回法人研修(ビデオ研修)があります。参加をお願いします。
・指示受けメモは必ず日時・スタッフ名の記載をして下さい。また、丁寧に分かりやすく記入するようにして下さい。詳しくはメールを確認して下さい。
＜患者様連絡事項＞

・飯田　修子様～不穏時レボトミン(50)1T　20回分処方になっています。
・沢田　秋子様～ロコイド軟膏が処方になっています。
・小田　タネ様～本日の夕食後薬から9/19までレグナイトが処方になっています。
＜馬渡Ｄｒ患者様診察情報＞

・田端　希依子様～調子が良くなってきたとの事で20日頃に退院を希望されています。退院後のサービス調整を行っていきましょう。

・小笠原　芳明様～アルコールプログラムの内観療法については「思い出せって言われてもんね」と話されています。飲酒についての主治医には否定的な反応を見せています。田中医院で処方されていた内服薬は当院処方に切り替えとなり9/10から4日分処方となります。フルスルチエミンは食事摂取出来ている為中止となり、イーケプラ・エックスフォージは継続となります。

・西川　和恵様～医師より洗濯機を勝手に止めない様注意されています。
・栃木　春子様～左肩の痛みを訴えていますが、理由については先祖に見られているからと口を閉ざしています。原田クリニックの受診希望あり、旦那様の都合の良い時に受診して良いとのことです。排尿しづらいとの訴えがありますが経過観察の指示あります。ルーランが減量、アリピプラゾールが増量となっています。

・佐々木　康子様～本人より注察感は良くなってきたとの事です。外出に出かけたいが家族と都合が合わないと話されており、医師よりスタッフの付添いの外出を提案されると家族がいいと言えばと話しています。

・瀬川　高雄様～外泊を希望されています。幻聴については慣れたと話しており、頓服薬を使いたいと思わないとのことです。退院後はあおぞらクリニックへの通院を希望され、デイケアも利用を提案されています。

＜アルコールプログラム取り組み状況＞

・小笠原　芳明様～現在、第Ⅱ期前半です。父と疎遠になった事からⅡ期は幼少期までとしています。書き物が苦手な様子が見受けられます。作業療法の取り組み状況は良いです。本人より断酒ではなく節酒にしたいとの発言や家族に連れて来られたとの発言が聞かれています。前回入院していた病院では仕事が気になり途中で退院となった経緯もあります。
＜要注目患者様ケース検討＞ 
・飯田　修子様～作業中眠気が強い状態が見られています。作業中他患者様と物のやり取りを行う様子も見られOTが介入しています。また、レストランではいつも別の患者様が座っている席で食事を摂りその患者様と言い合いになる様子もあります。今後も患者様間のトラブルに発展しない様観察していきましょう。
・田村　真紀子様～声高さや多弁さなく穏やかに過ごされています。
・高田　マキ様～水が出るにも関わらず水道が出ないと怒り対応したスタッフへ粗暴行為あります。また、暴言を吐く様子も見られています。トラブルに発展しない様観察お願いします。
＜退院支援＞

・田端　希依子様～退院後のサ－ビス利用の検討

　　　　　　　　　前回の退院時サービス調整が万全ではない状態で退院となっています。今回、訪問看護やデイサービスの利用を提案していますが「お金がかかる」との事であまり乗り気ではない様子です。青明舎の利用については「行きたい。無料だから」と積極的です。また、作業療法へもほとんど参加していません。
医師より家族とけんかになり調子を崩してしまう点についてが課題との事です。今後は家族の方針について再確認して行きましょう。
